
4月から「介護予防・日常生活 支援総合事業」を開始します 
介護予防・日常生活支援総合事業とは 

　団塊の世代が７５歳を迎える２０２５年、ますますひとり暮らしの高齢者や、高齢者のみの世帯、認知症
高齢者の増加が予想されます。そこで、いつまでも住み慣れた自宅や地域で自分らしく安心して暮らし
続けるために、地域全体で高齢者を支えていくとともに、高齢者自身も自ら持つ能力を最大限生かし、
要介護状態になることを予防することが大切です。 
　そのための仕組みとして「介護予防・日常生活支援総合事業（略して「総合事業」）」が創設されま
した。 
　この事業は、従来全国一律の基準で行ってきた要支援認定を受けた方の介護予防サービスのうち、
訪問介護（ホームヘルパー）や通所介護（デイサービス）を笠松町独自の基準にし、サービスを提供す
るものです。（従来の介護予防訪問介護や介護予防通所介護の利用も可能です。）また、併せて要介
護や要支援になる前に、自分自身で意欲的に予防に心掛けることで、いつまでも元気で生き生きと暮ら
し続けることのできる介護予防事業も重点的に取り組むものです。 
　その他、安心した暮らしを守るための見守り体制など多様なサービスの創設も必要です。そのために、
介護事業者のみならずあらゆる職種や業種も交え、様々な人がつながり、安心できる町づくりを協働で
行う体制を整備することも併せて行ないます。 

まちづくり研究会（仮称）を始めました 

　いつかは皆、平等に年を重ね、老いていきます。どんな年齢でも、今か
ら「生きがい探し」を行うことは究極の介護予防となります。 
　身近なところから「みつけ」、見つけたものと「つながり」、生きがいを
形にするために「動く」。笠松町では、そのための「地域づくり・まちづくり」
に取り組み始めています。 
　笠松に関わるあらゆる年代・背景の方同士、まちを考え、意見を出し、
より住みやすい町にするため「自分に何が出来るか」「今何が必要なの
か」を考えます。 

総合事業の取組 

①訪問介護や通所介護のみの利用であれば、要介護認定を受けなくてもよい体制にします。 
②今よりも予防効果の高い方法を検討するため、リハビリテーション職と一緒に予防プランを検討する「支
援会議」を開催します。 

③笠松オリジナルで予防効果の高いサービスを事業者や多職種で検討し、創設します。 

要介護・要支援認定をお持ちの方へ 

　4月以降、要介護・要支援認定の更新案内がなくなります。被保険者証に記載された要介護・要支
援認定の有効期間を、ご家族やケアマネージャーと確認し、更新手続きを行ってください。 

【問 合 先】健康介護課　蕁３８８‐７１７１ 

要介護・要支援認定 基本チェックリスト 

ケアプランの作成 
（居宅介護支援事業所） 

支援会議（ケアプランの作成・検討） 

介護サービスを利用 
介護予防サービスを利用 

（住宅改修・福祉用具の貸与など） 
総合事業を利用 

総合事業対象者 

一般介護予防事業 
（体操教室など） 

要介護 
1～5

要支援1 
要支援2

非該当 
（自立） 

非該当 
（自立） 

●要介護・要支援認定の更新を迎えた人や、
新規サービスを検討する人で、明らかに
要介護1以上と判断できる人 
●訪問看護、住宅改修、福祉用具貸与などの
利用が必要な人 
○第2号被保険者（40歳～64歳） 

●認定更新時に、要支援1、2で、訪問介護や通所介護
サービスのみを利用していて、今後も同様のサービ
スを希望する人 
●初めての申請で、明らかに要支援と判断できる人 

～サービス利用までの流れ～ 

訪問介護・通所介護サービス
のみの利用を希望する人 

2月4日　第1回研究会開催の様子 

【日　　時】 
【場　　所】 

４月２２日（土）午後１時３０分～３時３０分 
中央公民館　大ホール（３階） 

※詳しくは、差し込みチラシ「支え合い通信」をご覧ください。 

第2回まちづくり研究会（仮称） 

生きがいは元気のもと！
〜笠松春子（仮称）さん編〜
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